
平成21年 №21 

東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

制定理由 

  学校保健法関係法令の改正に伴い，所要の改正を行うものである。 

 

承認経過 

  学校保健法関係法令の改正に伴う形式的な改正であるため，学長決裁により処

理し，教育研究評議会には報告事項とする。 



 東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程を次のように制定する。 

 

  平成21年４月10日 

              国立大学法人東京学芸大学長 

                      鷲 山 恭 彦 

 

 

平成21年規程第16号 

   東京学芸大学附属学校運営規程の一部を改正する規程 

 

 東京学芸大学附属学校運営規程（平成16年規程第24号）の一部について，別紙新

旧対照表の右欄を，左欄のように改正する。 

 



東京学芸大学附属学校運営規程の一部改正について 

 

改正理由：学校保健法関係法令の改正に伴い，所要の改正を行うものである。 

改         正 現         行 

 

   〔省略〕 

 

 （出席停止） 

第６条 〔省略〕 

第７条 校長は，児童生徒等が学校保健安全法（昭和33年法律第56号）第19条の規

定に該当するときは，出席を停止させることができる。 

２ 校長は前項の措置を行ったときは，その状況を速やかに学長に報告しなければ

ならない。 

 

   〔省略〕 

 

 （規程の改廃） 

第５０条 この規程の改廃は，教育研究評議会の議を経て学長が定める。 

 

 （その他） 

第５１条 この規程に定めるもののほか，附属学校の組織及び運営に関し必要な事

項は，別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は，平成21年４月10日から施行し，平成21年４月１日から適用する。 

 

   〔省略〕 

 

 （出席停止） 

第６条 〔省略〕 

第７条 校長は，児童生徒等が学校保健法（昭和33年法律第56号）第12条の規定

に該当するときは，出席を停止させることができる。 

２ 校長は前項の措置を行ったときは，その状況を速やかに学長に報告しなけれ

ばならない。 

 

   〔省略〕 

 

 

 

 

 （その他） 

第５０条 この規程に定めるもののほか，附属学校の組織及び運営に関し必要な

事項は，別に定める。 

 

 

 


